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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公表番号】特表2008-543004(P2008-543004A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-513915(P2008-513915)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   1/00    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｍ
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｅ
   Ｆ２１Ｖ   5/00    ５３０　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月25日(2009.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明装置であって、
・当該照明装置は光源（１）を有しており、当該光源は発散電磁放射線（６）を光導体（
２）内に入力するのに適しており、
・前記電磁放射線（６）は光導体（２）内で全反射に基づいて案内され、
・前記光導体（２）は、前記電磁放射線（６）の主放射方向（１７）を変えるのに適して
おり、
・前記光導体（２）は一体的に構成されている、
ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記光導体（２）は第１の部分（３）を有しており、当該第１の部分は、該第１の部分
を通る電磁放射線（６）の発散量を低減させるのに適している、請求項１記載の照明装置
。
【請求項３】
　前記第１の部分（３）は少なくとも１つの平らな側面（７）を有している、請求項１ま
たは２記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第１の部分（３）は少なくとも１つの湾曲された側面（７）を有している、請求項
１から３までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項５】
　前記第１の部分（３）は少なくとも部分的に以下の光学素子のうちの１つの光学素子の
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様式に従って構成されている：すなわち、ＣＰＣ、ＣＨＣ、ＣＥＣ、円錐断端形状光学系
、ピラミッド断端形状光学系のうちの１つの様式に従って構成されている、請求項１から
４までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項６】
　前記第１の部分（３）は、前記電磁放射線（６）を、前記光導体（２）の第２の部分（
４）へ案内する、請求項１から５までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項７】
　前記光導体（２）は第２の部分（４）を有しており、当該第２の部分は前記電磁放射線
の主放射方向（１７）を変えるのに適している、請求項１から６までのいずれか１項記載
の照明装置。
【請求項８】
　前記第２の部分（４）は偏向面（８）を有しており、当該偏向面は、光導体（２）内で
前記電磁放射線（６）の少なくとも一部を反射するのに適している、請求項１から７まで
のいずれか１項記載の照明装置。
【請求項９】
　前記第１の部分（３）から到来する電磁放射線（６）の大部分は偏向面（８）に入射す
る、請求項１から８までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記偏光面（８）は前記第１の部分（３）の長手軸（１５）と交差する、請求項１から
９までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記偏光面（８）は平らに構成されている、請求項１から１０までのいずれか１項記載
の照明装置。
【請求項１２】
　前記偏光面（８）は湾曲を有している、請求項１から１０までのいずれか１項記載の照
明装置。
【請求項１３】
　前記偏光面（８）は少なくとも部分的に、前記光導体（２）から凸状に湾曲されている
、請求項１から１２までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記偏光面（８）は少なくとも部分的に、以下の湾曲のうちの１つを有している：すな
わち、放物線状、楕円状、球面状、非球面状の湾曲のうちの１つを有している、請求項１
２または１３記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記光導体（２）の偏光面（８）は２つの部分から構成されている、請求項１から１４
までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１６】
　前記偏光面（８）は第１の平らな部分（８ａ）をおよび第２の平らな部分（８ｂ）を有
しており、
　前記第１の部分は光導体（２）の第１の部分（３）の長手軸（１５）と第１の角度（Φ

ａ）を成し、前記第２の部分は光導体（２）の第１の部分（３）の長手軸（１５）と第２
の角度（Φｂ）を成し、前記第１の角度は前記第２の角度よりも大きい、請求項１から１
５までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１７】
　前記第２の部分（４）は、前記主放射方向（１７）を所定の角度だけ変えるのに適して
いる、請求項１から１６までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１８】
　前記第２の部分（４）は、前記主放射方向（１７）を９０°回転させるのに適している
、請求項１から１７までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項１９】
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　前記第２の部分（４）は、前記電磁放射線（６）を、前記光導体（２）の第３の部分（
５）へ案内する、請求項１から１８までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２０】
　前記光導体（２）は第３の部分（５）を有しており、当該第３の部分は前記電磁放射線
（６）を光導体（２）の放射線出射面（１２）に導くのに適している、請求項１から１９
までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２１】
　前記第３の部分は、当該第３の部分を通る放射線（６）の発散量を低減させるのに適し
ている、請求項１から２０までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２２】
　前記第３の部分（５）は少なくとも１つの平らな側面（１１）を有している、請求項１
から２１までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２３】
　前記第３の部分（５）は少なくとも１つの湾曲された側面（１１）を有している、請求
項１から２２までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２４】
　前記第３の部分（５）は少なくとも部分的に以下の光学素子のうちの１つの光学素子の
様式に従って構成されている：すなわち、ＣＰＣ、ＣＥＣ、ＣＨＣ、円錐断端形状光学系
、ピラミッド断端形状光学系のうちの１つの光学素子の様式に従って構成されている、請
求項１から２３までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２５】
　前記光導体（２）は放射線出射面（１２）を有しており、当該放射線出射面を通って、
光導体（２）内に入力された放射線（６）の一部が光導体（２）を離れる、請求項１から
２４までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２６】
　前記光導体（２）内に入力された放射線（６）の大部分は、光導体（２）を前記放射線
出射面（１２）を通って離れる、請求項１から２５までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２７】
　前記光導体（２）の放射線出射面（１２）は平らに構成されている、請求項１から２６
までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２８】
　前記放射線出射面（１２）は少なくとも部分的に、以下の湾曲のうちの１つを有してい
る：すなわち、球面状、楕円状、非球面状の湾曲のうちの１つを有している、請求項１か
ら２６までいずれか１項記載の照明装置。
【請求項２９】
　前記放射線出射面（１２）は拡散して光を散乱させるように構成されている、請求項１
から２８までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項３０】
　前記放射線出射面（１２）は粗面化されている、請求項１から２９までのいずれか１項
記載の照明装置。
【請求項３１】
　前記光導体（２）は中実体として構成されている、請求項１から３０までのいずれか１
項記載の照明装置。
【請求項３２】
　前記光導体（２）は空洞無く構成されている、請求項１から３１までのいずれか１項記
載の照明装置。
【請求項３３】
　前記光導体（２）は透明な材料から構成されている、請求項１から３２までのいずれか
１項記載の照明装置。
【請求項３４】
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　前記光導体（２）を構成する材料は少なくとも１．３の屈折率を有している、請求項１
から３３までのいずれか一項記載の照明装置。
【請求項３５】
　前記光導体（２）は以下の材料のうちの１つを含有している：すなわち、ＰＭＭＡ、ポ
リカーボネート、ＰＭＭＩ、ＣＯＣ、ガラスのうちの１つを含有する、請求項１から３４
までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項３６】
　前記光源（１）は前記光導体（２）の第１の部分（３）内に配置されている、請求項１
から３５までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項３７】
　前記光導体（２）は放射線入射面（１４）を有している、請求項１から３５までのいず
れか１項記載の照明装置。
【請求項３８】
　前記放射線入射面（１４）は、主放射方向（１７）において前記光源（１）の後ろに配
置されている、請求項１から３７までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項３９】
　前記放射線入射面（１４）は、当該放射線入射面を通る放射線（６）を屈折させるのに
適している、請求項３７または３８記載の照明装置。
【請求項４０】
　前記放射線入射面（１４）は、当該放射線入射面を通る放射線（６）を、前記光導体（
２）の第１の部分（３）の長手軸（１５）の方へ屈折させるのに適している、請求項３７
から３９までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項４１】
　前記放射線入射面（１４）は、当該放射線入射面を通る放射線（６）の発散量を低減さ
せるのに適している、請求項３７から４０までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項４２】
　前記放射線入射面（１４）は湾曲を有している、請求項３７から４１までのいずれか１
項記載の照明装置。
【請求項４３】
　前記放射線入射面（１４）は以下の湾曲のうちの１つを有している：すなわち、球面状
、楕円状、非球面状の湾曲のうちの１つを有している、請求項１から４２までのいずれか
１項記載の照明装置。
【請求項４４】
　前記放射線入射面（１４）は少なくとも部分的に光導体（２）から凸状に湾曲されてい
る、請求項３７から４３までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項４５】
　前記光源（１）は少なくとも１つの発光ダイオードチップを含んでいる、請求項１から
４４までのいずれか１項記載の照明装置。
【請求項４６】
　請求項１から４５までのいずれか１項に記載された照明装置を有する表面発光システム
であって、
　当該照明システムは電磁放射線を平面状の光導体（２０）内に放射する、
ことを特徴とする表面発光システム。
【請求項４７】
　ディスプレイ、殊にＬＣＤディスプレイのバックライトのための、請求項１から４５ま
でのいずれか１項に記載された照明装置の使用方法。
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